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本論文は「凍結防止剤の影響を受ける既設道路橋の耐久性向上に関する研究」と題して，
6 章から構成されている． 
 第 1 章「序論」では，凍結防止剤の影響を受ける既設道路橋の耐久性の向上に関する課
題を明確にした上で，研究の背景と目的を述べている． 














を受けた RC 床版の劣化を予防する方法として，RC 床版の変状をもとに潜伏期，進展期，加
速期(前期)，加速期(後期)，劣化期の 5 段階で区分することを新しく提案している．さら
に，この劣化度に基づいた標準的な補修を行うことを提案している． 
 第 5 章｢凍結防止剤の影響を受けるジョイント付近の劣化の実態と予防法｣では，北陸道
の約 1700 箇所ある橋梁ジョイントからの漏水の実態を調べ，橋台部の塩分浸透の特徴を確
かめている．ジョイント付近のけた端部，橋台および橋脚の劣化の予防法として，橋梁の
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